
大棗・薬器
　大棗は蓋の甲中央をへこ
　ませ周囲もくぼみ「河太
　郎」と呼ばれる
　薬器も甲をくぼませる
碁笥ごけ・茶合棗ちゃごう

　薬器茶をはかる合や碁石
　の容器の変わり形
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仙叟形

棗　大・小
　甲が一文字で古風
菊桐雪吹大
　菊桐を小さく甲に蒔絵

原叟形

つぼつぼとは焼塩を作る素
焼きの器で音をたてて遊ぶ
愛らしい器を図案化

利休の好みの茶器
棗（小.中.大.平.鷲）
中次　面中次（面取）
雪吹（小.大）尻張

古田織部
大・小の棗を基に形、寸法
が定まる
蓋が深く、切合口で古風

利休の塗師で秀吉から『天
下一』の号を受けた名工
利休形大より一回り大型

棗　大・中・小
一服入棗
　濃茶一服　最も小さい
雪吹　大・小
　唐茶桶の上下面取りがあ
　り古風
面中次・茶桶
　上の角だけ面取り合口が
　真ん中は面中次、上部は
　茶桶
薬器
　肩の張った切合口仕上げ
下張
　なで肩で下ふくらむ
白粉解しろおいとき

　化粧箱の白粉香合の形
　後に平棗となる
鷲棗わし

　最初の好み盛阿弥作小棗
菊棗・桐棗　大・小
　正親町おおぎまち帝へ献茶の
おり進献した菊棗大、桐棗
中を二種二双としたもの

如心斎判茶器三十二 18C中頃、『六閑斎判十器』『如心斎改十二器』など千家流の形棗が定まる
この三十二器は、蓋裏に如心斎判がある　作は覚々斎原叟　三代中村宋哲

如心斎改め十二器
形の乱れを防ぐため利休形に十二器の形、寸法を定め
る

蒔絵棗
室町時代の香道具、薬器
・高台寺蒔絵
・町棗・嵯我棗

塗士
紹鴎・羽田五郎
利休・盛阿弥
　　・篠井秀次
　　・余三
　　・記三
宗旦・中村宗哲
庸軒

千利休形

溜茶桶
　木地溜塗（春慶塗）

君台観左右帳記
『小壷なつめ』の形を、
茶桶合口の塗茶器とした
のが『棗』となる

盛阿弥形

武野紹鴎形
棗を始めて好み用いる紹

鴎の好んだ七つの茶器

頭切　臨器　帽子　飯器

薬器　薬籠（中次）

棗（甲が平）

ずんきり のぞき はんき

武野紹鴎 千利休 織部形

溜塗中次・松木中棗
　木地溜塗の侘好み
詩中次
　詩を墨書き
　木地溜塗

宗旦形

如心斎形

一啜斎　四季棗　
朱掻合塗かきあわせ

『伊勢物語』の春の歌が書か
れている　箱書に春之部

玄々斎　羽衣棗　
八代宋哲
松の皮目を合口で残した中棗
羽衣が金入の高蒔絵

玄々斎　曙棗　八代宋哲
利休形の香次棗
蓬らい絵ほうらいが黒漆で描か
れる

圓能斎　亀蔵棗きぞう

易の河図の意匠
九星の奇数を朱、偶数を緑
一閑張の中棗

淡々斎　梅月棗
木地を折ためて紅い溜塗
月にかかった梅花だけを金蒔
絵　内は一閑張　十一代宋哲

愈好斎　菊蟹棗　宋哲
菊蟹香合と共に還暦の棗とし
て好む

直斎　橋立茶桶
天の橋立て景物の松の木で作る
甲に橋立てを墨で直書き、上に
溜塗

川上不白　雪輪棗
黒ろ色仕上げ
雪輪を研出蒔絵

松平不昧　大菊蒔絵棗
菊の大輪を三つ重ねた高蒔絵

松尾楽只斎らくしさい

木賊とくさ蒔絵面中次
甲に近衛家の紋章
胴にとくさの蒔絵

速水宗達一燈の高弟吉妃棗
朱塗毛目塗に黒漆で鳥を三羽

井伊宗観（直弼）石州流　

月次つきなみ茶器七月五月
八代宋哲
花鳥を取り合わせ12カ月
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紹鴎黒大棗　武野紹鴎
中興名物

西大寺茶器
唐戸面を朱塗　高台高い
唐風薬器を思わせる
茶桶、寺院の茶器用

後醍醐天皇
金輪寺茶器　蔦の木目
摺漆すりうるし仕上げ

千利休　秋野棗
甲に萩　胴に野菊
平蒔絵

少庵　夜桜棗
塗師 関宋蓮　後に宋哲の特技
桜花の枝の上に黒塗　ほの光
で透かして見る

原叟　老松茶器
妙喜庵の老松で総木地の溜塗
割蓋の茶器

如心斎　あこだ茶器
あこだ瓜の形は香炉、香合、
水指にもある、木地の蓋
内は黒、外は木地溜塗

了々斎　春野棗
春の七草と露芝を蒔絵
総黒塗の大型棗の合口を金釦
いつかけ

文叔　菊茶桶
二十弁二重の菊が蒔絵
宋匠方の追慕の意匠

認得斎　蔦つた蒔絵中棗
蔦の木の中棗、で蔦の葉が高
蒔絵　このころから千家流も
美しい蒔絵が好まれる

常叟　甲赤茶器
蓋は朱漆、身は船底形で盆付
は小さい
常叟好みの茶箱へ皆具として

古田織部　芽張柳棗
嵯峨蒔絵　芽の張り出した柳
の枝を斬新に図案化

細川三斎 八角野風中
次
金蒔絵のむらすすき
四代宋哲の写し

薮ﾉ内竹心　女郎花棗
黒塗の大棗に女郎花が一本甲
に花をつけた図案を蒔絵
幸阿弥作

堀内仙鶴覚々斎に学発句竹棗
竹の一節を溜塗　
発口を黒漆で直書
竹を使うのは珠光、利休好み

小堀遠州  七宝蒔絵吹
雪
甲に遠州家の定紋
花角星七宝を金銀で蒔絵

藤村庸軒　凡鳥棗　
初代宋哲
甲に嵯峨　桐の蒔絵

久田宗全　芳野棗
木地溜塗
桔梗ききょうのような花
吉野絵

おみなえし

即中斎    誰が袖棗秋
春
棗に色漆を初めて豊富に用いる
黒漆の大棗を、春と秋の小袖で

棗棗


